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予
約
受
付
時
間
は
？

　

毎
週
月
曜
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

受
け
取
り
時
間
は
？

　

毎
週
水
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　

午
後
５
時
15
分
～
午
後
７
時
30
分

受
け
取
れ
る
証
明
書
の
種
類
は
？

　

時
間
外
の
交
付
が
可
能
な
証
明
書
は
下

の
表
の
と
お
り
で
す
。
町
民
生
活
課
と
税

務
会
計
課
で
そ
れ
ぞ
れ
交
付
し
て
い
ま
す
。

受
け
取
り
は
誰
で
も
可
能
？

　

証
明
書
に
よ
っ
て
受
け
取
り
が
可
能
な

方
は
限
ら
れ
ま
す
。

■
戸
籍
関
係

　

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
ご
本
人
、

配
偶
者
ま
た
は
直
系
に
該
当
す
る
方

■
住
民
票
関
係

　

本
人
ま
た
は
同
じ
世
帯
の
方

■
印
鑑
登
録
関
係

　

印
鑑
登
録
証
明
書
の
発
行
は
ど
な
た
で

も
可
能
で
す
が
、
交
付
に
は
印
鑑
登
録
証

（
赤
い
手
帳
）
が
必
要
で
す
。

※
印
鑑
登
録
に
つ
い
て
は
、
予
約
の
際
に

　

電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
税
務
関
係

　

本
人
、
同
居
の
親
族
、
相
続
人
、
納
税

管
理
人

※
そ
の
他
の
方
は
委
任
状
が
必
要
で
す

役
場
に
持
っ
て
い
く
も
の
は
？

■
受
け
取
り
の
際
に
必
要
な
も
の

○
印
鑑

毎
週
水
曜
日
、
町
民
生
活
課
・
税
務
会
計
課
で
は

　

時
間
外
の
証
明
書
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す

　

各
種
証
明
書
の
交
付
は
通
常
、
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
ま
で

の
開
庁
時
間
内
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
毎
週
水
曜
日
は
、
事
前
に
電
話
予

約
を
い
た
だ
い
た
場
合
、時
間
外
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
中
、

仕
事
な
ど
の
都
合
に
よ
り
窓
口
に
来
ら
れ
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
時
間
外
交
付

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

町

民

生

活

課

【戸籍関係】

　戸籍謄本・抄本、除籍、改製原戸籍謄本・抄本、戸籍

　の附票謄本・抄本、戸籍記載事項証明書

【住民票関係】

　住民票の謄本・抄本、住民票の除票、住民票記載事項

　証明書

【印鑑登録関係】

　印鑑登録証明書、印鑑登録

税
務
会
計
課

【税務関係】

　所得証明、所得・課税証明、所得扶養証明、所得・課税・

　扶養証明、営業証明、児童手当用証明、納税証明、評

　価証明、公課金証明

○
本
人
確
認
書
類

○
委
任
状
（
必
要
に
応
じ
て
）

　

運
転
免
許
証
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

な
ど
の
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る

書
類
、
代
理
で
受
け
取
り
に
来
た
こ
と
を

証
明
で
き
る
書
類
な
ど
が
必
要
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
予
約
の
時

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

水
曜
日
の
時
間
外
交
付
は
、
必
ず
予
約

を
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。
予
約
の

無
い
場
合
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

　

町
民
生
活
課
へ
の
予
約
・
問
い
合
わ
せ

は
☎
４
６　

４
７
３
５
へ
、
税
務
会
計
課

へ
の
予
約
・
問
い
合
わ
せ
は
☎
４
６　

４
７
３
７
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

第
５
次
軽
米
町
行
政
改
革
大
綱
を
策
定

　

町
で
は
、「
軽
米
町
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
、
効
率
的
な
町
政
の
実

現
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
第
４
次
の
計
画
期
間
が
本
年
度
で
終

了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
平
成
28
年
２
月
26
日
に
、
平
成
28
年
度
か
ら
32
年
度

ま
で
を
推
進
期
間
と
す
る
第
５
次
軽
米
町
行
政
改
革
大
綱
（
以
下
、
第
５
次

大
綱
）を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、主
要
項
目
や
目
標
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
５
次
大
綱
の
概
要

第
４
次
大
綱
の
実
績

　

第
４
次
行
政
改
革
（
平
成
23
～
27
年

度
）
で
は
、
急
激
に
進
む
少
子
高
齢
化

社
会
や
情
報
化
社
会
、
町
民
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
な
ど
へ
対
応
す
る
た
め
に
様
々

な
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

　

か
る
ま
い
テ
レ
ビ
の
放
送
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
、文
字
放
送
の
ほ
か
、ニ
ュ
ー

ス
ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
イ
ベ
ン
ト
ビ
デ
オ
で
町

民
の
方
へ
の
情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
に
は
町
民
意
識
調
査
で
皆
さ

ま
か
ら
、
か
る
ま
い
テ
レ
ビ
に
関
す
る
意

見
を
い
た
だ
き
、
今
後
も
内
容
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
園
や
児
童
館
、
小
・
中
学

校
の
統
廃
合
も
推
進
し
ま
し
た
。
現
在
、

町
内
に
は
１
幼
稚
園
、
４
保
育
園
、
小
学

校
３
校
、中
学
校
１
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。

軽
米
小
学
校
の
建
て
替
え
と
晴
山
保
育
園

の
新
設
も
実
施
し
て
、
町
内
の
常
設
保
育

園
は
３
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
町
民
バ
ス
や
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
運
行
体
制
の
整
備
、
職
員
数
の
削
減

や
平
成
27
年
10
月
か
ら
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
推
進
室
の
設
置
な
ど
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

平成25年に落成の軽米小学校（上）

と同27年落成の晴山保育園

推
進
の
主
要
事
項

・
町
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

・
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

・
行
政
組
織
運
営
の
確
立

・
健
全
な
財
政
基
盤
の
維
持

　

第
５
次
大
綱
は
、
こ
の
４
項
目
を
行
政

改
革
の
推
進
に
向
け
た
大
き
な
柱
と
し
、

項
目
ご
と
に
取
り
組
み
を
定
め
ま
し
た
。

　

『
町
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
』

の
推
進
に
向
け
て
は
、
町
民
と
行
政
が
同

じ
目
線
に
立
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
ら

れ
る
よ
う
、
今
年
度
新
た
に
設
置
し
た
軽

米
町
百
人
委
員
会
の
さ
ら
な
る
充
実
な
ど

を
設
定
し
ま
し
た
。

　

『
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
』

に
向
け
て
は
、
窓
口
対
応
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
ほ
か
、

事
務
事
業
評
価
を
行
い
、
事
業
の
簡
素
化

や
外
部
へ
の
委
託
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

『
行
政
組
織
運
営
の
確
立
』
で
は
、
限

子どもたちの笑顔がより輝く町へ

ら
れ
た
人
数
と
財
産
で
よ
り
効
率
的
に
事

業
を
進
め
る
た
め
、
新
採
用
職
員
が
即
戦

力
と
し
て
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
職
員

研
修
の
項
目
に
、
新
採
用
職
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
研
修
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

『
健
全
な
財
政
基
盤
の
維
持
』
で
は
、

平
成
26
年
に
お
礼
品
の
見
直
し
を
し
た
ふ

る
さ
と
納
税
の
首
都
圏
域
で
の
Ｐ
Ｒ
を
強

め
る
ほ
か
、
遊
休
財
産
な
ど
の
有
効
利
用

や
処
分
な
ど
を
項
目
に
設
定
し
、
財
源
の

確
保
と
支
出
の
抑
制
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
回
策
定
し
た
第
５
次
大
綱
は
、
毎
年

度
評
価
を
行
い
実
施
計
画
を
見
直
し
な
が

ら
、
役
場
全
庁
を
挙
げ
て
推
進
し
ま
す
。

　

詳
し
い
大
綱
の
内
容
は
、
町
民
ホ
ー
ル

と
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
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意
見
箱
を
設
置
し
ま
す

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
や
ご
提
案
を
ま
ち
づ
く
り
に

活
か
す
た
め
、
意
見
箱
を
設
置
し

ま
す
。
さ
ら
に
住
み
よ
い
軽
米
町

と
す
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

○
設
置
開
始
日

　

３
月
23
日
（
水
）
～

○
設
置
場
所

　

・
役
場　

町
民
ホ
ー
ル

　

・
小
軽
米
出
張
所

　

・
晴
山
出
張
所

　

・
町
立
図
書
館

　

・
物
産
交
流
館

○
そ
の
他

　

・
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
定
期

　
　

的
に
回
収
し
ま
す
。

　

・
意
見
の
記
入
用
紙
は
、
意
見

　
　

箱
の
設
置
場
所
の
ほ
か
、
町

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
入
手
で

　
　

き
ま
す
。

　

・
匿
名
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

※
取
り
扱
う
内
容
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ

　

い
て
の
提
言
や
行
政
に
対
す
る
要
望
で

　

す
。
他
人
の
秘
密
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

　

関
わ
る
も
の
、
誹
謗
中
傷
な
ど
の
不
適

　

切
な
内
容
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

この記事に関するお問い合わせは

総務課（☎４６－２１１１）まで

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
は

　

賃
金
や
報
酬
な
ど
が
支
払
わ
れ

た
場
合
、
支
払
っ
た
側
で
は
翌
年

の
１
月
中
に
源
泉
徴
収
票
や
給
与

支
払
報
告
書
な
ど
を
税
務
署
ま
た

は
役
場
な
ど
に
提
出
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
提
出
す
る
そ
れ
ら
の
帳
票

に
は
、
賃
金
や
報
酬
を
受
け
取
っ

た
側
の
個
人
番
号
の
記
載
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、

従
業
員
を
雇
っ
て
い
る
会
社
だ
け

で
な
く
、
農
業
や
商
店
な
ど
、
個

人
事
業
主
の
方
も
、
人
を
雇
っ
て

　
　

広
報
１
月
号
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示
が
必
要
に
な
る
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
や
り
取
り
が
必
要
に
な
る
の
は
、
役
場
な
ど
で
の

手
続
き
に
限
り
ま
せ
ん
。
来
年
以
降
に
作
成
さ
れ
る
源
泉
徴
収
票
や
給
与
支
払
報
告
書
に

は
、
個
人
番
号
の
記
載
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
誰
も
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提
供

し
た
り
、
提
供
し
て
も
ら
っ
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
提
供

す
る
側
も
提
供
さ
れ
る
側
も
厳
格
な
取
り
扱
い
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
情
報
漏
え
い
な

ど
、
法
令
違
反
の
な
い
よ
う
一
人
ひ
と
り
の
注
意
が
必
要
で
す
。

賃
金
や
報
酬
を
支
払
っ
た
場
合

は
、
相
手
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

提
供
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
供
を
受
け

る
と
き
は
、
何
に
使
う
の
か
利
用

目
的
を
し
っ
か
り
と
相
手
に
伝
え

る
こ
と
が
必
要
で
、
相
手
に
伝
え

た
目
的
以
外
に
は
、
使
用
で
き
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
源
泉
徴
収
票
に
使
う

か
ら
と
説
明
し
て
提
供
さ
れ
た
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
雇
用
保
険
の
手

続
き
な
ど
で
は
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
雇
用
保
険
に
使
う
目
的

を
伝
え
、
改
め
て
提
供
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
な
ど
で
す
。

　

複
数
の
手
続
き
に
利
用
す
る
場

合
は
、
す
べ
て
の
利
用
目
的
を
相

手
に
伝
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
民
間
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要

な
手
続
き
】

・
源
泉
徴
収
票
や
給
与
支
払
報
告

　

書
な
ど
、
税
に
関
す
る
調
書

・
雇
用
保
険
に
関
す
る
調
書

・
健
康
保
険
や
年
金
に
関
す
る
調

　

書
※
日
本
年
金
機
構
の
手
続
き
に

は
、
一
定
期
間
利
用
さ
れ
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
も
っ
と
知
ろ
う　

そ
の
７

提
供
を
受
け
る
際
に

必
要
な
確
認
措
置

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
供
を
受
け

る
と
き
は
、
正
確
な
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
確
認
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

実
在
す
る
本
人
の
も
の
な
の
か
を

確
認
す
る
「
身
元
確
認
」
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
供
を
受
け

る
側
も
提
供
す
る
側
に
と
っ
て
も

面
倒
と
思
わ
れ
る
手
続
き
で
す

が
、
他
人
に
な
り
す
ま
し
た
悪
用

や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
り
違
え
に

よ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
、

重
要
な
手
続
き
に
な
り
ま
す
。

コ
ピ
ー
す
る
と
き
の
注
意
点

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
表
面

に
は
、
ド
ナ
ー
登
録
な
ど
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
手
続
き
に
関
係
の
な

い
個
人
情
報
が
書
か
れ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
普

段
見
ら
れ
た
く
な
い
欄
が
塗
り
つ

ぶ
さ
れ
て
い
る
ビ
ニ
ー
ル
製
の

ケ
ー
ス
に
入
れ
て
お
渡
し
し
て
い

ま
す
の
で
、
証
拠
書
類
と
し
て
コ

ピ
ー
す
る
場
合
、
表
面
は
ケ
ー
ス

に
入
れ
た
ま
ま
コ
ピ
ー
を
し
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
が
書
か
れ
た
裏
面

は
、
ケ
ー
ス
か
ら
外
し
て
コ
ピ
ー

関
係
書
類
の
管
理
は
厳
重
に

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
供
を
受
け

た
人
は
、
そ
の
情
報
が
漏
え
い
し

た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
厳
重

な
管
理
が
必
要
で
す
。

適
切
な
管
理
の
例

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
書
か
れ
た
書

　

類
や
カ
ー
ド
の
コ
ピ
ー
は
鍵
付

　

き
の
書
棚
で
保
管

・
パ
ソ
コ
ン
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

　

管
理
す
る
場
合
は
、
ウ
ィ
ル
ス

　

対
策
ソ
フ
ト
の
導
入
や
フ
ァ
イ

　

ル
を
パ
ス
ワ
ー
ド
で
ロ
ッ
ク
す

　

る
、
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
で
パ

　

ソ
コ
ン
を
利
用
で
き
る
人
を
制

　

限
す
る
な
ど
の
対
策

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
り
扱
う
人

　

の
指
定
や
研
修
の
実
施

　

不
要
に
な
っ
た
書
類
を
廃
棄
す

る
場
合
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確

認
が
で
き
な
い
程
度
に
細
か
く
裁

断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

通
知
カ
ー
ド
は
身
分
証
明
に

利
用
で
き
ま
せ
ん

　

写
真
付
き
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
は
、
表
面
は
身
分
証
明
書

と
し
て
利
用
が
可
能
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
わ
り
の
な

い
手
続
き
で
も
表
面
の
コ
ピ
ー
は

可
能
で
す
。
一
方
で
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
書
か
れ
た
裏
面
を
コ
ピ
ー

し
た
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

不
正
利
用
・
不
正
提
供
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

写
真
の
な
い
通
知
カ
ー
ド
は
、

本
人
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
お
知
ら

せ
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の

で
、
表
面
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
表

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
身
分
証
明
書

と
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
に
関
わ
り
の
な
い
事
務
で
コ

ピ
ー
す
る
と
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

不
正
利
用
・
不
正
提
供
に
な
り
ま

す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
不
正
利
用
・

不
正
提
供
は
、法
令
違
反
に
な
り
、

罰
則
の
対
象
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
十
分
な
注
意
が
必
要

で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
防
犯
カ
メ
ラ
に
映

り
込
ん
で
他
人
に
知
ら
れ
て
し
ま

う
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
自
分
が
知
ら
な
い
う
ち
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
情
報
を
盗
み
取
ら

れ
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た

り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
通
知
カ
ー
ド

の
取
り
扱
い
に
は
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

正確なマイナンバーの確認
・マイナンバーカード

・通知カード

・個人番号が書かれた住民票の写し　

など

身元の確認
写真付のもの（次のうち一つ）

・運転免許証　　・パスポート

・氏名や住所などが書かれた社員証や

資格証明書　など

写真のないもの（次のうちの二つ）

・健康保険証　　・年金手帳

・母子健康手帳　

・納税通知書や公的料金の領収書

・氏名や住所などが書かれた社員証や

資格証明書　など

す
る
な
ど
の
配
慮
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

ケースに入れると性別とドナー登録

欄が目隠しされます

ケースに入れるとマイナンバー欄が

目隠しされます

性別の欄

ドナー登録の欄

【表面】【裏面】

マイナンバーが
書かれている欄

通知カードは身分証明として

利用できません
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-- 中高生海外派遣事業  中高生海外派遣事業 --

　軽米町と一戸町が合同で実施している中高生海外派遣事業
の事後報告会が２月１日に軽米中央公民館で行われ、町内か
ら参加した生徒６人が出席しました。１月４日から11日まで、
アメリカ合衆国西海岸のオレゴン州ポートランド近郊でホス
トファミリー宅でのホームステイなどの研修を行った生徒た
ち。遠く異国の地で、文化の違いを体験した驚きや国境を超
えた人と人とのつながりの感想などを報告した内容を紹介し
ます。（活動報告書から抜粋しています）

事後報告会の様子

工藤　ひかるさん

（軽米高１年）
小笠原　理

り

恵
え

さん

（軽米高２年）

長内　雅
みやび

さん

（軽米中２年）
田代　明

あか

莉
り

さん

（軽米中２年）

長者森　あかりさん

（軽米中２年）
皆川　貞

てぃ

奈
な

さん

（軽米中２年）

～少年少女が憧れの大地へ～～少年少女が憧れの大地へ～

　

私
は
、
こ
の
事
業
に
参
加
出
来
る
と
聞

い
た
時
、
全
く
違
う
環
境
、
言
語
の
国
で

一
週
間
生
活
で
き
る
だ
ろ
う
か
？
と
い
う

不
安
が
募
る
ば
か
り
で
し
た
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
迎
え
に
来
た
時

は
楽
し
み
な
気
持
ち
い
っ
ぱ
い
で
、
笑
顔

で
行
き
ま
し
た
。
家
に
到
着
し
て
か
ら
は

緊
張
の
あ
ま
り
思
う
よ
う
に
話
せ
ま
せ
ん

で
し
た
。
だ
け
ど
、
自
分
は
何
を
す
る
た

め
に
来
た
の
か
を
考
え
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
に

話
し
か
け
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
が
夕

食
の
準
備
を
し
て
い
て
く
れ
て
、
と
て
も

美
味
し
か
っ
た
で
す
。
冷
蔵
庫
の
中
の
物

は
自
由
に
食
べ
て
い
い
よ
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
私
を
家
族
と
し
て
受
け
入

れ
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
、
笑

顔
で
あ
り
が
と
う
と
伝
え
ま
し
た
。

　

家
に
帰
っ
て
か
ら
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
へ

感
謝
の
手
紙
を
渡
し
ま
し
た
。読
ん
だ
後
、

涙
を
流
し
て
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

私
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
出
会
え
た

こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー

は
生
活
し
て
い
る
中
で
私
を
変
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　

今
ま
で
習
っ
た
英
語
で
「
～
し
て
も
い

い
で
す
か
」
と
い
う
英
語
を
現
地
で
使
う

こ
と
が
で
き
、
そ
の
他
に
学
校
で
習
っ
た

英
語
も
使
う
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。
私
は

自
分
が
今
ま
で
学
校
で
習
っ
た
英
語
を
使

え
る
こ
と
が
で
き
て
「
良
か
っ
た
、
忘
れ

て
な
く
て
」
と
少
し
安
心
し
ま
し
た
。
で

も
、
会
話
を
す
る
に
は
知
ら
な
い
単
語
が

多
く
あ
り
、
知
っ
て
い
た
言
葉
が
使
え
な

い
事
の
不
便
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
私
は

現
地
の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
の
宮
石
さ
ん
に
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
に
帰
り
に
送
っ
て

も
ら
っ
た
と
き
に
、「
言
葉
は
伝
え
る
手

段
の
１
つ
に
過
ぎ
な
い
。
大
事
な
の
は
伝

え
よ
う
と
す
る
思
い
な
ん
だ
。
イ
ラ
ス
ト

で
も
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
も
。
伝
え
よ
う
っ

て
思
い
が
あ
れ
ば
必
ず
言
葉
は
あ
と
か
ら

つ
い
て
く
る
か
ら
」
と
教
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
海
外
の
人
が
言
っ
て
い

る
こ
と
を
理
解
し
た
い
、
言
い
た
い
こ
と

を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
も
っ
と
勉

強
し
て
、
も
う
一
度
今
度
は
自
分
で
オ
レ

ゴ
ン
州
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

期
待
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
出

発
前
も
そ
の
あ
と
も
緊
張
し
か
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
空
港
で
パ
ス
ポ
ー

ト
を
見
せ
て
質
問
に
答
え
る
と
き
は
、
緊

張
し
す
ぎ
て
ひ
や
汗
を
か
き
ま
し
た
。

　

私
が
、
ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
を
通
し
て

一
番
感
じ
た
こ
と
は
、
文
化
の
違
い
と
人

柄
の
違
い
で
す
。
バ
レ
ー
カ
ソ
リ
ッ
ク
高

校
と
中
学
校
に
行
っ
た
時
、
と
て
も
緊
張

し
て
い
て
全
然
話
せ
ず
困
っ
て
い
る
と
、

生
徒
の
方
か
ら
積
極
的
に
は
な
し
か
け
て

く
れ
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
人
は
、
と
て

も
オ
ー
プ
ン
で
自
分
の
考
え
を
堂
々
と
い

え
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
化
や
生
活
習
慣
の
違
い
を
実

感
し
ま
し
た
。
私
が
ア
メ
リ
カ
の
生
活
の

中
で
な
れ
な
か
っ
た
の
は
、
食
べ
物
の
文

化
の
違
い
で
す
。
ピ
ザ
や
ク
ッ
キ
ー
、
パ

ン
な
ど
日
本
で
も
普
段
食
べ
て
い
る
も
の

で
も
全
く
味
が
違
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

は
、
い
ろ
ん
な
国
の
出
身
の
方
が
い
る
の

で
各
家
庭
に
よ
っ
て
サ
ッ
ク
ラ
ン
チ
や
朝

ご
飯
、
食
べ
る
料
理
の
系
統
が
ち
が
う
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。

　

私
の
今
回
の
目
標
、
そ
れ
は
「
外
国
の

方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
」

こ
と
、「
外
国
の
文
化
や
風
土
を
日
本
と

比
較
す
る
」
こ
と
で
し
た
。

　

二
日
目
か
ら
高
校
の
授
業
参
加
で
し

た
。
最
初
は
な
か
な
か
聞
き
取
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
一
週
間
過
ご
し
て

い
く
う
ち
に
学
校
の
生
徒
た
ち
の
言
っ
て

い
る
こ
と
が
だ
ん
だ
ん
と
聞
き
取
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
更
に
私
自
身
、
自
分

の
感
情
を
行
く
前
よ
り
表
現
出
来
る
よ
う

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

５
日
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
、
あ
っ
と

い
う
間
に
お
別
れ
の
時
間
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
朝
、
家
を
出
る
と
き
家
族
み
ん
な

が
一
人
ひ
と
り
私
に
抱
き
つ
い
て
き
て
く

れ
た
と
き
は
、
家
族
の
み
ん
な
に
受
け
入

れ
て
も
ら
え
て
い
た
ん
だ
と
改
め
て
思
い

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
外
国
と
日
本
の
文
化
や
、
風

土
の
違
い
の
多
さ
に
も
驚
き
ま
し
た
。
言

葉
が
通
じ
な
い
中
で
英
語
だ
け
で
は
な
く

と
て
も
多
く
の
こ
と
を
吸
収
し
て
こ
れ
た

の
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
生
活
習
慣
・

文
化
・
性
格
の
違
い
を
実
感
し
た
。

　

第
一
に
、
生
活
習
慣
の
違
い
に
つ
い
て

だ
。
例
え
ば
、
部
屋
の
扉
を
開
け
て
お
く

こ
と
が
普
通
で
あ
り
、
日
本
の
よ
う
に
閉

じ
て
し
ま
う
と
具
合
が
悪
い
と
思
わ
れ
て

し
ま
う
。
ま
た
、
朝
食
を
食
べ
る
習
慣
が

な
く
、
私
だ
け
食
べ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

第
二
に
文
化
と
性
格
の
違
い
に
つ
い
て

だ
。
私
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、「
あ

な
た
が
こ
の
家
で
居
心
地
良
く
過
ご
せ
る

こ
と
を
望
ん
で
い
る
」
と
言
っ
て
く
れ

た
。
私
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
私
に

と
っ
て
居
心
地
の
良
い
場
所
を
提
供
し
て

く
れ
る
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
が
そ

う
で
は
な
く
、
私
自
身
が
家
の
中
で
居
心

地
の
良
い
場
所
を
見
つ
け
る
と
い
う
意
味

だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
日
本
の
よ
う
に
何
か

ら
何
ま
で
面
倒
を
見
て
も
ら
う
こ
と
で
は

な
く
、
家
の
中
で
は
好
き
な
よ
う
に
過
ご

し
て
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
日
本
人
と
し

て
の
価
値
観
を
持
っ
た
ま
ま
、
渡
米
し
た

私
は
、
こ
れ
が
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
た
原
因
と
な
っ
た
。

　

私
は
海
外
派
遣
で
私
の
人
生
観
を
大
き

く
変
え
る
二
人
に
出
会
い
ま
し
た
。

　

一
人
目
は
、私
の
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
で
す
。

私
達
は
毎
日
、
家
に
帰
っ
て
一
緒
に
夕
飯

を
作
り
、
寝
る
ま
で
ず
っ
と
話
を
し
て
い

ま
し
た
。
私
か
ら
将
来
に
つ
い
て
の
相
談

を
受
け
て
い
た
マ
ザ
ー
は
「
わ
く
わ
く
す

る
こ
と
を
し
て
生
き
る
の
は
素
敵
な
こ
と

よ
」
と
、
最
後
に
言
い
ま
し
た
。

　

二
人
目
は
、
ア
メ
リ
カ
で
の
全
過
程
を

共
に
過
ご
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
キ

ク
ヨ
さ
ん
で
す
。
キ
ク
ヨ
さ
ん
は
自
分
の

好
奇
心
に
誠
実
に
生
き
て
い
る
方
で
す
。

　

私
が
キ
ク
ヨ
さ
ん
に
「
何
歳
ご
ろ
に
腰

を
据
え
る
の
で
す
か
」
と
聞
く
と
、「
今

の
状
態
が
私
の
中
で
落
ち
着
い
て
い
る
状

態
だ
よ
。
今
は
、
次
に
何
を
し
よ
う
か
考

え
て
い
る
。」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
は
二
人
に
出
会
い
、
大
き
く
変
わ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
二
人
は
私
に
、「
あ

な
た
の
世
界
は
広
い
」
と
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
私
は
今
後
、
自
分
が
本
当
に
や
り

た
い
事
に
つ
い
て
考
え
続
け
ま
す
。

バレーカソリック学校で現地の先生と一緒に記念撮影バレーカソリック学校で現地の先生と一緒に記念撮影



平成28年 (2016) ３月号… 89 684号…広報かるまい

多彩な芸を披露多彩な芸を披露

第第1414回生涯学習フェスティバル回生涯学習フェスティバル

大舞台での活躍を表彰大舞台での活躍を表彰

-町体育協会表彰-

　県大会などで顕著な成績を収めた競技者・競

技団体に贈られる町体育協会表彰の表彰式が、

２月７日の生涯学習フェスティバルの会場で行

われ、３競技団体と個人 13 人に対し、中村正
まさ

志
し

町体育協会長より賞状が、田頭一
かず

男
お

同副会長か

ら記念品が贈られました。表彰者は以下のとお

りです。（敬称略） 表彰式終了後、記念撮影を行った受賞者の皆さん

【優秀選手・優秀団体】

陸上競技 松浦　良
りょう

太
た

軽米高校２年

剣道 佐々木　莉
り

紗
さ

福岡高校３年

ソフト
テニス

滝沢　怜
さと

美
み

花巻南高校２年

紫葉　美
み

玲
れい

軽米中学校２年

於本　萌
み

吹
ぶき

軽米中学校２年

小笠原　 龍
りゅう

介
すけ

町ソフトテニス協会

中里　麻
あさ

乃
の

町ソフトテニス協会

小林　笑
え

美
み

子
こ

町ソフトテニス協会

卓球 屋敷　 大
やまと

小軽米小学校６年

卓球

軽米中学校卓球部女子

高柳里
り

佳
か

子
こ

、田代明
あか

莉
り

、長者森あかり、

小林美
み

慶
ちか

、袰主花
は

菜
な

、小平夢
ゆめ

夏
か

サッカー 田中　春
はる

希
き

軽米小学校６年

パーク
ゴルフ 日影　マサ 町パークゴルフ協会

グラウンド
・ゴルフ 並岡　ナミ 町グラウンド・ゴルフ協会

相撲 古舘　文
ふみ

明
あき

町相撲協会

クレー射撃
町クレー射撃協会

工藤尚
なお

希
き

、菅原茂
しげる

、木村　 隆
たかし

ゲート
ボール

町ゲートボール協会

山下正
まさ

勝
かつ

、日山一
かず

夫
お

、田澤勝
かつ

蔵
ぞう

、中村幸
こう

助
すけ

、

栃木一
かず

男
お

、奥谷誠
せい

四
し

郎
ろう

、蛇口久
ひさ

夫
お

、関向光
みつ

幸
ゆき

①山内地区の皆さんによる『南部俵積み唄』

②田畑多
た

吉
きち

さん（下新町）の『長崎は今日も雨だった』

③軽米中学校吹奏楽部による演奏

④向屋敷萌
もえ

さん（笹渡）の『はぐれコキリコ』

⑤晴山保育園児による『清流昇り打ち』

（上）今年の伝楽坐の演劇には宇漢米太鼓や郷土芸能団体も出演し、会場を沸かせました

①

③

②

④ ⑤

　

第
14
回
軽
米
町
民
生
涯
学
習
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
住
民
の
手
に
よ

る
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会
主
催
、
田
名
部
晴は

る

夫お

会

長
）
が
２
月
７
日
、
軽
米
中
学
校

の
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

歌
や
踊
り
、
演
劇
、
よ
さ
こ
い
な

ど
、
今
年
も
元
気
な
町
民
の
皆
さ

ん
が
出
演
。
町
内
か
ら
25
の
団
体

や
個
人
、
延
べ
２
５
０
人
を
超
え

る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

４
８
５
人
の
来
場
者
は
、
約
６

時
間
に
わ
た
る
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

田
名
部
会
長
は
「
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
大
勢
が
参
加
す
る
貴
重

な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
楽
し
み
を
与
え
ら
れ
れ

ば
。
日
ご
ろ
の
学
習
の
成
果
を
発

表
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
に
あ

た
り
、
今
年
も
延
べ
38
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
参
加
。
前

日
や
当
日
の
会
場
準
備
、
道
具
の

搬
出
入
、
照
明
や
音
楽
な
ど
、
全

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

～暮らしの安全、より確かなものに～

町消防団第６分団第２部にポンプ車、軽米分署に高機能救急車、地域整備課に除雪車を導入

　２月17日、二戸消防署軽米分署（本田重
しげ

信
のぶ

分

署長）の高機能救急車が更新されました。地上災

害や気象の影響に強い衛星電話や心電図を医師へ

直接送信できる機械を備えた新車両に「装備に加

え、これまでの救急車に比べ室内も広くなり、患

者さんへの処置がしやすくなった。新しい車両や

装備で患者さんだけでなく、活動する我々も安心

が高まる」と本田分署長は話しました。

　町消防団（山舘松
まつ

五
ご

郎
ろう

団長）第６分団第２部に

ポンプ車が配備され、２月24日に役場庁舎前で

引き渡し式が行われました。山舘団長は「第６分

団にポンプ車が導入されたのは初めてで、これで

町内のすべての分団にポンプ車が配備された。出

動がないことが第一の願いだが、操作訓練を積み

ながら、万一の時に備えたい」と意気込みを新た

にしました。

　同25日には地域整備課に除雪トラックが納車

され、安全祈願式が行われました。夏場は道路維

持などのトラックとして、冬場は除雪車両として

年間を通じた活躍が期待される新車両を前にして山本町長

は「毎年のように降る大雪に対する迅速かつ適正な対応は、

町民の願いであり町の使命である。新車両の導入で、より

暮らしやすい町となるよう職員には頑張ってもらいたい」

と激励しました。

軽米分署に導入された救急車 救急車の中にはたくさんの資機材

第６分団で初となるポンプ車 車両前方についた除雪用のス

ノープラウは取り外しが可能
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第
38
回
町
総
合
体
育
大
会
卓
球
競
技
第

35
回
大
会
が
２
月
14
日
に
町
民
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
８
チ
ー
ム
、
１

３
５
人
が
出
場
し
、
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
は
山

内
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
は
笹
渡
が
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。

　

上
位
チ
ー
ム
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

■
上
位
結
果
（
○
に
数
字
は
順
位
）

【
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
】
①
山
内　

②
観
音
林

　

③
米
田

【
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
】
①
笹
渡　

②
上
舘
連
合

　

③
増
子
内

町
総
体
卓
球
競
技

山
内
・
笹
渡
が
優
勝

（
上
）
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
の

山
内
チ
ー
ム

（
左
）
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
の

笹
渡
チ
ー
ム

町 長 杯 卓 球 大 会 結 果町 長 杯 卓 球 大 会 結 果

　第37回町長杯卓球大会が１月31日、町民体育館

で開催されました。町内外から延べ約200人が参加

し、町内選手が多数優勝しました。各部門の優勝者

は次のとおりです。（町民のみ、敬称略)

▼ホープスミニ男子…野中大
だい

地
ち

（軽米小４年） ▼ホ

ープス男子…屋敷大
やまと

（小軽米小６年） ▼ホープス女

子…笹山さくら（晴山小６年） ▼カデット男子…池

端蓮
れん

（軽米中２年） ▼カデット女子…田代明
あか

莉
り

（軽

米中２年） ▼カデット団体男子…軽米中 ▼カデット

団体女子…軽米中 ▼アマチュア女子…屋敷和
かず

子
こ

（笹

渡） ▼一般男子…南有
ゆう

紀
き

（町卓球協会） ▼一般女子

…内城阿
あ

弥
み

（町卓球協会）

（上）カデット団体女子の部で優

勝の軽米中学校卓球部女子

（右）カデット団体男子の部で優

勝の軽米中学校卓球部男子

（左）ホープスミニ、ホープスの

部で優勝した（左から）笹山さん、

野中くん、屋敷くん

軽米サッカースポーツ少年団

　田中春希くん
県選抜で全国の舞台へ！

　軽米小サッカースポーツ少年団の田中春
はる

希
き

くん（６

年生）が２月27 ～ 28日に茨城県ひたちなか市で開催さ

れた第26回関東選抜少年サッカー大会に岩手県選抜の

ゴールキーパーとして出場しました。「相手のシュート

を止めたときは最高に気持ちがいい。選抜チームはみん

なレベルが高いけれど、その中でも自分が一番、誰にも

負けたくないという気持ちでやっている」と話す田中く

ん。好き嫌いなく、食べることも全て自分の力になると

いう体づくりへの意識の高さからか、身長は180㌢で現

在も成長中。「将来はワールドカップやヨー

ロッパのリーグで活躍したい」と意欲を燃

やす田中くんの今後の活躍に期待です。

ス
ポ
少
の
仲
間
と
練
習
に
汗
を
流
す

田
中
く
ん
（
中
央
）

　

２
月
５
日
に
二
戸
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
た
二
戸
地
方
農
林
水
産
振
興
大
会

で
、
町
内
の
１
団
体
と
３
組
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

各
賞
と
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
町
内
団
体
と
町
民
の
み
、
敬
称
略
）

明
日
を
拓
く
担
い
手
賞

　

吉
岡
寿ひ

さ
し・

咲さ
き

江え

夫
妻
（
七
ツ
役
）

活
力
と
う
る
お
い
に
あ
ふ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　

「
む
ら
づ
く
り
」
賞

高
家
地
域
資
源
保
全
隊

功
労
賞　

葉
た
ば
こ
部
門

日
山
政ま

さ

俊と
し

（
車
門
）

飼
料
用
米
多
収
コ
ン
ク
ー
ル　

優
秀
賞

木
戸
悦え

つ

男お

（
新
井
田
）

二
戸
地
方
農
林
水
産
振
興
大
会

高
家
地
域
資
源
保
全
隊
な
ど

１
団
体
と
３
組
が
表
彰

創意工夫した取組を行っている集落組織

として表彰を受けた高家地域資源保全隊

の苅敷山一男さん（右）

町
交
通
指
導
員

竹
林
朝あ

さ

雄お

さ
ん
を

新
た
に
任
命

　

町
交
通
指
導
員
の
辞
令
交
付
式

が
２
月
１
日
に
町
長
室
で
執
り
行

わ
れ
、
山
本
賢
一
町
長
か
ら
竹
林

朝
雄
さ
ん
（
63
歳
、
中
村
）
に
辞

令
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
竹
林
さ

ん
は
「
自
分
に
務
ま
る
か
不
安
も

大
き
い
が
、
町
の
交
通
安
全
の
た

め
に
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
」

と
宣
言
し
ま
し
た
。

　

竹
林
さ
ん
が
加
わ
り
、
町
の
交

通
指
導
員
は
総
勢
10
人
と
な
り
、

任
期
で
あ
る
平
成
29
年
３
月
31
日

ま
で
、
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
継
続
と

飲
酒
運
転
の
根
絶
を
め
ざ
し
活
動

し
ま
す
。

新たに任命された竹林さん

統
計
功
労
者
表
彰

　
　

百
鳥
武た

け

三ぞ
う

さ
ん
に

農
林
水
産
大
臣
表
彰

　

平
成
27
年
度
岩
手
県
統
計
大
会
が
２
月

４
日
、
盛
岡
市
民
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、
百
鳥
武
三
さ
ん
（
百
鳥
）
が
、
農
林

水
産
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

昭
和
40
年
に
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
調
査

員
と
し
て
任
命
さ
れ
て
以
来
、
現
在
ま
で

連
続
し
て
調
査
に
従
事
し
て
き
た
百
鳥
さ

ん
。
永
年
の
農
林
行
政
施
策
の
基
礎
資
料

整
備
へ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

「
皆
さ
ん
が
き
ち
ん
と
正
確
に
回
答
し

て
く
れ
る
の
で
、
特
段
の
苦
労
も
な
く
こ

こ
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
も
一
つ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
控
え
め
に
話
す
百
鳥
さ
ん
で
す
が
、
わ

か
り
や
す
い
丁
寧
な
説
明
と
対
応
に
努
め

る
姿
勢
は
、
他
の
調
査
員
の
模
範
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

賞状を手にする百鳥さん
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　町アイスホッケー協会主催の「町民

長ぐつアイスホッケー大会」が行われ、

８チーム７３人が参加しました。氷上

で思うように動けず悪戦苦闘の参加者

たちは、滑ったり転んだりしながらも

懸命にボールを追い、試合を楽しんで

いました。

音更町だより

昭和60年10月31日姉妹提携

ツ
ル
ツ
ル
の
氷
上
に
苦
戦

◆皆さんの地域の話題や情報をお待ちしています。
　総務課広報担当（☎４６－２１１１・内線２０６）までご連絡ください

　小軽米小学校（藤元 実
みのる

校長、児童74人）の児童

たちが２月23日、デイサービスセンターせせらぎ

（江刺家兵
ひょうたろう

太郎理事長）に空き缶を集めて購入した

車いすを寄贈しました。空き缶およそ２万本で車い

す１台が購入できるそうで、今年度は24,964本を

集めました。車椅子を受け取った江刺家理事長は

「一生懸命空き缶を集めてくださりありがとうござ

います。大切に使わせてもらいます」と感謝の言葉

を伝えました。

みんなで集めた空き缶で
小軽米小学校がせせらぎに車いす寄贈

大事に使ってください、と手渡しました

昔ながらの遊びを体験
首都圏交流ツアー

トップレベルの技術と精神
青少年のつどい

上の句が読まれると必死に下の句の札を探す参加者たち

町出身で盛岡南高校バスケットボール部で活躍して

いる大崎拓
たく

真
ま

くん（右）も教えてくれました

　当町と首都圏消費者の交流事業として『小正月行

事と伝統芸能えんぶり鑑賞ツアー』が2月16～17

日に開催され、首都圏から12人が参加しました。

16日は軽米中央公民館で町民の方々と一緒に、み

ずき飾りや百人一首などを体験。参加者の木下 恭
きょう

子
こ

さんは「みずき飾りもかるたもとても新鮮で楽し

ませてもらった」と笑顔。その他にも、小正月のご

ちそうだったそば打ちや、餅つきを体験し、つきた

ての餅を食べながら楽しい交流となりました。

　軽米町民体育館で２月20日、青少年のつどい

（青少年健全育成町民会議主催、田名部晴
はる

夫
お

会長）

が開かれ、町内の小・中・高校生など107人が参加

しました。県立盛岡南高校バスケットボール部の斉

藤 資
たすく

監督と部員５人が講師となり、体づくりや練

習方法などを伝えました。斉藤監督は「ルールの範

囲の中でずる賢くなることも必要」「ちょっとずつ

のこだわりの積み重ねが、１年後２年後に大きな差

を生む」と町の子どもたちを鼓舞しました。

地の文を伝える
「あの日から」出版記念朗読劇

一つ一つの言葉を丁寧に紡ぎます

　２月14日、軽米中央公民館で東日本大震災をテ

ーマとした短編小説集「あの日から」の出版を記念

した朗読劇が開かれました。当町の北上秋
あき

彦
ひこ

さんな

ど岩手県出身作家の作品を二戸市民文士劇の出演者

たちが物語りました。北上さんは「同文士劇にも携

わり、ぜひ軽米町で朗読劇をしたいと思った。演劇

と違い、セリフだけでなく地の文（説明などセリフ

以外の文）も伝えなければならない」と朗読劇の魅

力と難しさを語りました。

皆さんのおかげで
田野畑村漁協が復興支援のお礼に訪町

お礼に田野畑産の新鮮なワカメをいただきました

　２月９日、田野畑村漁協浜岩泉浦女性部の工藤房
ふさ

子
こ

部長と工藤多
た

美
み

子
こ

さんが震災後の支援へのお礼に

と役場を訪れました。２人を出迎えたのは千葉エイ

子さん（沢里）と久保滿
みつ

子
こ

さん（仲軽米）。婦人消

防協力隊の研修会で被災地の様子を目の当たりにし

た２人は沢里婦人会に呼びかけ、使われていたお膳

や食器などを田野畑村漁協女性部へ寄贈しました。

工藤部長は「皆さんの支援のおかげでここまで頑張

ってこれました」と感謝の言葉を述べました。

　２月15日、新たな県立高校再編計画（案）の説

明会が軽米中央公民館で開催され、町民など55人

が参加しました。少子化などによる県立高校の統廃

合や学級数の調整などを示した計画（案）の中で、

軽米高校の学級数は維持されましたが、今後の状況

で見直しも行うことなど県教育委員会から説明があ

りました。説明会の後、軽米高校同窓会から『軽米

高等学校を応援する会（仮称）』立ち上げの提案が

あり参加者からは同意の拍手が送られました。

軽米高校の存続を願い集う
新たな県立高校再編計画（案）に関する説明会

県教育委員会からの説明に熱心に聞き入る参加者たち

　軽米小学校（三浦由
よし

和
かず

校長、児童242人）の５年

生43人が２月15日、エゴマを使った調理実習を行

いました。このエゴマは児童たちが町のエゴマ生産

者の指導を受けながら自分たちで育てたもので、搾

油後のカスを粉末状にしたものを混ぜたひっつみ

と、同じく自分たちがバケツで育てた米を使った雑

穀おにぎりを作りました。子どもたちからは「ちゃ

んとエゴマの匂いがする」「食感がすごくプリプリ

してる」との声が聞かれ、好評のようでした。

一年の学習の締めくくり
エゴマの調理実習

おいしいひっつみができました
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※
町
文
化
協
会
「
北
光
吟
社
」
の
例
句
会
よ
り
俳
句
を
紹
介
し
て
い
ま
す
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今
月
の
俳
句
（
北
光
吟
社
１
月
例
句
会
）

笑 顔 あ つ ま れ ！　 み ん な の 広 場

　

昨
年
の
９
月
か
ら
町
の
給
食
セ

ン
タ
ー
で
事
務
と
調
理
補
助
と
し

て
働
い
て
い
る
松
谷
さ
ん
。

Ｑ
、
自
分
の
性
格
を
一
言
で
言
う
と
？

　

人
見
知
り
で
、
す
ご
く
マ
イ
ペ
ー

ス
で
す
。

Ｑ
、
今
の
職
業
を
選
ん
だ
理
由
と
、

実
際
に
働
い
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

　

自
分
の
育
っ
た
町
に
貢
献
し
た
い

と
思
っ
て
こ
の
仕
事
を
選
び
ま
し

た
。
体
調
管
理
に
気
を
遣
う
こ
と
が

大
変
だ
っ
た
り
し
ま
す
。

Ｑ
、
趣
味
や
休
日
に
や
る
こ
と
は
？

　

趣
味
は
、友
達
と
ド
ラ
イ
ブ
で（
ふ

ら
っ
と
）
遠
く
へ
行
く
こ
と
で
す
。

休
日
は
何
の
前
触
れ
も
な
く
思
い
つ

き
で
友
人
に
連
絡
し
て
十
和
田
湖
な

ど
に
出
か
け
た
り
し
ま
す
。

思
い
つ
き
で
遠
出
し
ち
ゃ
い
ま
す 松谷　祥

しょうたろう

太朗 さん
（23歳、松ノ脇）

身長174㌢、Ａ型

軽米町学校給食共同調理場

（軽米町給食センター）

Ｑ
、
あ
な
た
の
夢
は
？

　

少
し
で
も
早
く
仕
事
を
完
ぺ
き
に

こ
な
し
、
頼
り
に
さ
れ
る
よ
う
な
人

に
な
り
た
い
で
す
。

Ｑ
、
町
を
ど
う
思
い
ま
す
か
？

　

自
然
が
豊
か
で
平
和
な
町
だ
と
思

い
ま
す
。
都
会
に
は
無
い
良
い
所
が

た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

▼
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
…
Ｕ
Ｆ
Ｃ
な
ど
の

格
闘
技
観
戦
。

▼
好
き
な
食
べ
物
…
パ
ス
タ

▼
好
き
な
色
…
黒

▼
今
欲
し
い
も
の
…
身
長
あ
と
６
㎝

▼
今
の
悩
み
は
…
太
っ
て
し
ま
っ
た

▼
理
想
の
異
性
の
タ
イ
プ
…
や
さ
し
く

て
落
ち
着
い
た
人
。
芸
能
人
だ
と
真

木
よ
う
子
さ
ん
。

独独ここ

楽楽まま

回
す
回
す
五五ごご

歳歳さ
い
さ
い

児児じじ

の
闘
志
あ
り
に
け
り

の
闘
志
あ
り
に
け
り

川
﨑　

郁
子

川
﨑　

郁
子

大
雪
や

大
雪
や
狭狭ささ

庭庭に
わ
に
わ

のの
樹樹きき

々々ぎぎ

のの
埋埋う

も
う
も

れ
け
り

れ
け
り

千
葉　
ふ
み
子

千
葉　
ふ
み
子

生生いい

か
さ
れ
て
命
つ
な
げ
る

か
さ
れ
て
命
つ
な
げ
る
去去ここ

年年ぞぞ

今今ここ

年年と
し
と
し

高
橋　

美
智
子

高
橋　

美
智
子

小
正
月

小
正
月
膝膝ひ

ざ
ひ
ざ

寄寄よよ

せ
合
ひ
て
回
す

せ
合
ひ
て
回
す
数数じ

ゅ
じ
ゅ

珠珠ずず

千
葉　

紅
園

千
葉　

紅
園

書書か
き
か
き

初初ぞ
め
ぞ
め

の
心
の
心
新新あ

ら
あ
ら

た
に
筆
を
と
る

た
に
筆
を
と
る

川
島　

由
蔵

川
島　

由
蔵

つ
つ
き
あ
ふ
残
り
し
木
の
実

つ
つ
き
あ
ふ
残
り
し
木
の
実
初初は

つ
は
つ

鴉鴉が
ら
す

が
ら
す

丹
下　

美
恵
子

丹
下　

美
恵
子

追追お
い
お
い

羽羽ばば

根根ねね

もも
手手てて

毬毬ま
り
ま
り

も
知
ら
ぬ
子
等
な
り
し

も
知
ら
ぬ
子
等
な
り
し

君
成
田　

美
代
子

君
成
田　

美
代
子

初初は
つ
は
つ

御御みみ

空空そ
ら
そ
ら

木
々
の

木
々
の
梢梢

こ
ず
え

こ
ず
え

に
風
少
し

に
風
少
し

松
村　

英
子

松
村　

英
子

雪雪ゆ
き
ゆ
き

折折おお

れ
の
れ
の
最最も

っと
も
っと

も
多
し
松
と
杉

も
多
し
松
と
杉

三
上　

千
栄
女

三
上　

千
栄
女

凍凍し
み
し
み

豆豆と
う
と
う

腐腐ふふ

寒寒か
ん
か
ん

大大だ
い
だ
い

根根こ
ん
こ
ん

もも
亡亡はは

母母はは

を
ま
ね

を
ま
ね

早
川　

慶
子

早
川　

慶
子

日日ひひ

のの
匂匂に

お
に
お

い
母
の
に
ほ
ひ
の

い
母
の
に
ほ
ひ
の
干干ほ

し
ほ
し

菜菜なな

汁汁じ
る
じ
る

中
田　

紀
子

中
田　

紀
子

小
鳥
来
て
止
ま
ら
ん
と
す
る

小
鳥
来
て
止
ま
ら
ん
と
す
る
枯枯か

れ
か
れ

尾尾おお

花花ば
な
ば
な

中
野　
と
き
子

中
野　
と
き
子

■夢・希望・えんぴつ■

　晴山小学校６年　晴山小学校６年

長者森　ひより さん

（下野場）

　

私
は
も
う
す
ぐ
小
学
校
卒
業
を
迎

え
ま
す
。
６
年
生
に
な
っ
て
か
ら
、

歴
史
を
学
ん
だ
り
、
未
来
に
つ
い
て

考
え
た
り
す
る
学
習
を
し
て
き
ま
し

た
。
国
語
の
学
習
で
未
来
が
よ
り
よ

く
あ
る
た
め
に
自
分
の
考
え
を
ま
と

め
る
学
習
を
し
ま
し
た
。
私
は
身
近

な
と
こ
ろ
か
ら
考
え
る
と
「
自
殺
」

の
な
い
世
の
中
が
ず
っ
と
続
く
こ
と

だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は

「
ご
め
ん
ね
」「
あ
り
が
と
う
」
を
言

う
勇
気
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
毎
年
の
よ
う
に
、
い
じ
め
で

自
殺
し
た
人
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
ま

す
。
そ
の
時
は
、
と
て
も
心
が
痛
み

ま
す
。
以
前
「
ぼ
く
ら
が
作
っ
た
い

じ
め
の
映
画
」
と
い
う
本
を
読
み
ま

し
た
。
こ
の
本
の
中
に
あ
る
一
文
が

と
て
も
心
に
残
り
ま
し
た
。
そ
れ
は

「
ご
め
ん
っ
て
魔
法
の
言
葉
だ
よ
ね
」

と
い
う
一
文
で
す
。
ご
め
ん
が
言
え

た
ら
、
い
じ
め
で
自
殺
す
る
人
は
い

な
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

好
き
嫌
い
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い

で
す
が
、
私
の
ク
ラ
ス
は
み
ん
な
仲

良
し
で
す
。
お
互
い
の
良
い
と
こ
ろ

を
認
め
合
い
、
悪
か
っ
た
と
思
う
時

は
、「
ご
め
ん
」
が
言
え
る
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。

　

私
は
自
分
も
「
ご
め
ん
ね
」
や
「
あ

り
が
と
う
」
を
言
え
る
勇
気
を
持
ち

続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

い
じ
め
の
な
い
世
の
中
に

いわて国体 わんこ情報局
いわて国体に関する情報をお伝えします

希望郷いわて国体冬季大会が閉幕しました

【岩手県の冬季国体最終成績】　　総合成績　第４位（178点）

　◆スケート競技　第４位　　◆アイスホッケー競技　第13位　　◆スキー競技　第８位

　2月23日にスキー競技の全日程が終了し、希

望郷いわて国体冬季大会が閉幕しました。　　

　岩手県は男女総合成績で第４位と好成績で、

1988年以降の冬季国体の結果では最高順位を

記録し、今年10月からスタートする本大会に

弾みのつく結果となりました。

いわて国体まで

あと   か月７

軽米町からも応援に行きました岩手県の最終成績は第４位！

　「希望郷いわて国体冬季大会観戦ツアー」が１月

30日（フュギュアスケート競技）、２月21日（スキー

ジャンプ競技）の2日間実施され、軽米町から延べ

22名が会場で選手たちに声援を送りました。

　日本トップレベルの選手たちの競技を体感した参

加者は「普段テレビでしか見たことのない競技を間

近で見られて楽しかった！」と興奮した様子でした。
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お役立ち情報

ー今月の新刊ー

　孫のためにして喜ばれること
は？おじいちゃん、おばあちゃ
んと一緒に孫がやりたいことっ
て？産婦人科医、小児科医、保
健師らが、孫育てについてアド
バイスする一冊です。

　僕らは探していたんだ。見
えない未来を。この場所で―。
80 年代初めの札幌を舞台に、
喫茶店でアルバイトをする大学
生と店に集う若者たちの成長と
苦悩を描いた長編小説。

【児童書】 【一般書】

作・絵 /モリナガヨウ

作/安房直子　絵/ひがしちから

（
吉
備
人
出
版
）

（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

　ひとりぼっちのだんまりう
さぎに、お友だちができまし
た。山のむこうのおしゃべり
うさぎです。おしゃべりって
楽しいね。お友だちってすて
きだね。

書館だより図 町立図書館（☎４６－４３３３）

（
小
峰
書
店
）

（
偕
成
社
）

ロング・ロング・ホリディ

だんまりうさぎとおしゃべりうさぎ 孫育ての時間(とき)　祖父母に

著/小路幸也

図書館利用案内
[開館時間]<火～金> 9:00 ～ 18:30　<土・日> 9:00 ～ 17:00
　どなたでも利用できます。お気軽にご利用ください。

～特殊詐欺の被害に遭わないために～

二戸警察署軽米駐在所（☎４６－２００４）

活安全の森生

あなたも心のゲートキーパー

丈夫に丈夫に
育つ育つ

元気に元気に
働く働く

健やかに健やかに

過ごす過ごす 健康福祉課（☎４６－４１１１）

※（累計）は１月からの合計です。見直しにより前月の数値と異なる場合があります

１月の事故と救急の数字

▼町内の交通事故、救急車出動回数
当月 累計 昨年比

人 身 事 故 ０件 ０件 ±０

死 亡 者 ０人 ０人 ±０

負 傷 者 ０人 ０人 ±０

物 損 事 故 27件 27件 －４

救急車出動回数 47回 47回 －14

　体の調子と同じように、心も調子を崩すこと

があります。元気な時は気持ちの不調を感じな

がらも上手に対処して生活をできているもので

すが、２週間以上の気分の落ち込みが続くと、

対処をする気力も無くなり、気持ちがふさぎ込

んだり、元気がなくなったりします。体に現れ

る症状として眠れない、食欲がない、頭痛やだ

るさ、おなかの調子を崩すなど、自分ではどう

することもできない状態に置かれてしまうこと

が多くあります。

　心の不調やうつは、周りにいる家族や友人、

学校や職場など身近な人が気づくこともありま

す。「いつもと違う」「最近元気がない」な

ど、いつもとの違いに気づき一人ではないこと

を伝えるため『温かい気持ちをもって言葉をか

け』『専門機関へつなぎ』『見守っていく』こ

れが、ゲートキーパーの役割です。

　こころの不調、うつ病の早期発見や回復のた

め、そして自分から命を絶つ人を一人でも救う

ために地域みんなで支えあっていきましょう。

米病院だより軽 岩手県立軽米病院（☎４６－２４１１）

コ ン ビ ニ 受 診

　コンビニ受診という言葉があります。軽症患

者が「平日は休めない」「日中は用事がある」

「明日仕事があるから」等の個人的な理由で、

本来重症者の受け入れを対象とするはずの救急

外来を、夜間や休日に受診をする行為（ウィキ

ペディアより）のことだそうです。ある大きな

病院の場合には救急車で受診する多くの患者さ

んが歩いて帰る状況で、救急外来の入り口に救

急車が並び、本当の重症の患者の診療に支障が

出ており、また、医師の疲弊にもつながってい

ます。そういう地域では手足の麻痺があるのに

数日してから受診したら脳梗塞だったというこ

とも多いようです。

　コンビニ受診は、軽米病院の場合には多くな

いと思っていますが、受診するかどうか迷った

ら、病院に電話して相談してみるのもいいと思

います。われわれがいつでも対応できるという

安心感を住民の方々に持っていただいた上で、

お互いの良好なコミュニケーションのもとに、

適切な受診をめざしていくのがいいと思いま

す。軽米病院には大学などからたくさんの医師

が応援に来ていますが、軽米

ではコンビニ受診がないとな

れば、町の評判も上がります。

　　　　　（院長　横島孝
たか

雄
お

）

築地市場　絵でみる魚市場の一日

▼１月の飲酒運転検挙者はありません

　約 80 年にわたって日本の食
を支え続けた築地市場の今を、
感謝の気持ちをこめて徹底取
材。最も活気にあふれる夜中の
11 時から朝 7 時ごろの魚市場
をイラストで紹介します。

編/山縣威日　編/中山真由美

贈るはじめての育孫書

平成27年国勢調査の結果速報

　　軽米町の人口は・・・９，３３３人

　平成27年国勢調査へご協力いただきありがとうござい

ました。調査の結果、平成27年10月１日現在の町の人口

は9,333人、世帯数は3,318世帯となりました（ともに速

報値）。前回の平成22年の調査より、人口で8.6％（876人）、

世帯数は0.7％（25世帯）の減となりました。

【問い合わせ先】総務課（☎４６－２１１１）

年 人口 世帯数
昭和30年 17,553 2,902

50年 14,130 3,442
平成７年 12,290 3,517

12年 11,863 3,533
17年 10,997 3,456
22年 10,209 3,343

平成27年 9,333 3,318
国勢調査より抜粋

人口・世帯数の推移 単位：人、世帯

■軽米町における特殊詐欺の特徴

　①６５歳以上の高齢者が被害に遭う（未遂を含

　　む）ケースが非常に多いです。

　②架空請求詐欺（接続料金）が増えています。

　③新たな手口が増えています。

　　「特殊詐欺で被害に遭った現金を取り返しま

　　す」などです。

■被害に遭わないための注意点

　　《一人で判断せず、必ず誰かに相談》

　・「ハッキリしない請求」は無視してまず相談

　・「お金を借りるのに先に保証金を払え」は詐欺

　・「お金を返すからＡＴＭへ行け」は詐欺

　・「電話番号が変わった」という電話は詐欺のは

　　じまり

　・「必ず儲かる」は詐欺

　・「宝くじの当選番号を教えます」は詐欺

■「おかしい」と思ったら．．．
　すぐ１１０番通報や、二戸警察署（☎２９－０

１１０）または、軽米駐在所（☎４６－２００

４）、晴山駐在所（☎４７－２１１０）小軽米駐

在所（☎４５－２１１０）の各駐在所まで相談を

して下さい。

健康福祉課
保健師長

　日向　安子
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Information

（
広
告
ス
ペ
ー
ス
）

　※広報かるまい広報かるまいではでは、町内、町内のの業者業者などのなどの広告を広告を掲載しています掲載しています

　

齋藤産婦人科医院

（☎23-2505）

二戸市

石切所

関歯科医院

（☎38-2937）

二戸市

浄法寺

藤田内科

（☎38-2772）

二戸市

浄法寺

曽根歯科医院

（☎27-3108）

二戸市

金田一

ふくもりたこどもクリ

ニック　　（☎43-3137）

一戸町

一　戸

渡辺歯科医院

（☎23-2052）

二戸市

堀　野

二戸クリニック

（☎25-5770）

二戸市

石切所

国香歯科医院

（☎23-2223）

二戸市

福　岡

すがわら消化器内科

（☎23-2879）

二戸市

福　岡

菅原歯科クリニック

（☎23-1180）

二戸市

福　岡

３月20日（日）

21日（月）

27日（日）

４月３日（日）

10日（日）

休日当番医 歯科(9:00～12:00)内 科(9:00～17:00)

　

　広報かるまい広報かるまいではでは、町内業者、町内業者などなどからの広告からの広告
を募集しています。を募集しています。

　広告掲載料：４，０００円/月　広告掲載料：４，０００円/月
（６カ月以上掲載の場合は３，０００円/月）（６カ月以上掲載の場合は３，０００円/月）

　　詳しくは、下記までお問い合わせください。詳しくは、下記までお問い合わせください。

（問）役場総務課企画グループ（（問）役場総務課企画グループ（☎☎４６－２１１１４６－２１１１））

広報かるまいへの広告掲載者を募集

16 水
２歳児健診【ふ】13：00～13：30受付
家族介護者のつどい【防災センター】13：30
～15：30

17 木

18 金

19 土

20 日

21 月 【春分の日】

22 火
こころの健康づくり講演会【環】13：00～
16：00

23 水

24 木

25 金

26 土

27 日
マイナンバーカード交付休日開庁日【町民生
活課】9：00～16：30

28 月

29 火 教育相談【公】9：00～15：00

30 水

31 木

1 金

2 土

3 日

4 月
胃検診【晴山公民館】6：00～8：30受付、
【高家生活改善センター】6：00～8：30受付

5 火 胃検診【ふ】6：00～8：30受付

6 水 胃検診【小軽米生活改善センター】6：00～8：30受付

7 木 胃検診【笹渡農業構造改善センター】6：00～8：30受付

8 金 胃検診【山内生活改善センター】6：00～8：30受付

9 土 胃検診【環】6：00～9：00受付

10 日 胃検診【環】6：00～9：00受付

11 月 胃検診【円子生活改善センター】6：00～8：30受付

12 火

13 水 乳児健診【ふ】13：00～13：30受付

14 木

15 金

町のこよみ町のこよみ・かるまいカレンダーかるまいカレンダー

４月　April

 （カレンダー中の【　】は開催場所で下記のとおり表示します）

体 :町民体育館　環 :農村環境改善センター　公 :中央公民館　

図:町立図書館　病:県立軽米病院　ふ:健康ふれあいセンター　

老:老人福祉センター　フ:雪谷川ダムフォリストパーク・軽米　

ミ :ミレットパーク　歴 :歴史民俗資料館　ハ :ハートフル・ス

ポーツランド　運:町営運動場　ゲ:ゲートボール場　

３月　March 感謝の会

（2/19、小軽米小学校）

スナップ写真館スナップ写真館

もち米づくりを手伝ってくれた地域の方を

ご招待

米作りで大切なことや学んだことをグループ

ごとに劇で披露しました

歯や口の中の健康に関する
無料電話相談を実施

「ヨイ歯デーテレホン相談」

■実施日：４月18日（月）

■受付時間：10：00～19：00

　（回答は19：00以降となり

　ます。折り返し協会歯科医師

　よりお電話します）

■受付内容：歯・口に関する悩

　みについてなんでも

■相談料：無料

【問い合わせ先】岩手県保険

医 協 会 ヨ イ 歯 デ ー テ レ ホ ン

相談係（☎０１９－６５１－

７３４１）

土地家屋に関する
無料相談を実施

　４月１日「表示登記の日」を

記念して下記のとおり無料相談

を行います。

■日時：４月１日（金）

　　　　10：00～15：00

■場所：二戸地区合同庁舎１階

　　　　地域交流センター

■相談内容：

▼土地の文筆、合筆、地目変

更、地積更正登記 ▼建物の新

築、増築、滅失登記 ▼土地、

建物の調査測量 ▼境界問題

【問い合わせ先】岩手県土地家

屋調査士会二戸久慈支部大村義

明（☎４６－２０２７）

あ
ま
り
の
お
い
し
さ
に
、
お
か
わ
り
！

育てたもち米でついたお餅を

みんなで食べました

いわて花巻空港
３月 27 日よりダイヤ改正

　いわて花巻空港の定期便（札

幌、名古屋、大阪、福岡）のダ

イヤが３月27日（日）から改

正されます。改正後の時刻や運

行についてなど詳しくは各航空

会社にお問い合わせください。

【問い合わせ先】日本航空（☎

０５７０－０２５－０７１）、

フジドリームエアライン（☎
０５７０－５５－０４８９）

新しい民生委員・児童委員
をご紹介します

委員氏名（連絡先）

　駒木勲
いさお

（☎４７－２１０４）

担当地区

　観音林西・南・北

※民生委員は、担当地区を中心

に暮らしで困っている方や悩み

を持っている方の相談、福祉・

保健のサービスを利用したい方

と行政との橋渡しをしていま

す。また、不登校問題や育児な

どの相談に応じる児童委員も兼

ねています。

【問い合わせ先】町社会福祉協

議会（☎４６－２８８１）

平成 28 年度
国家公務員採用試験

　人事院事務局では、平成28

年度の国家公務員採用試験を行

います。試験の区分や各期日な

ど詳しくは人事院ホームペー

ジ（http://www.jinji.go.jp/

saiyo/saiyo.htm）でご確認く

ださい。

　老齢基礎年金（65歳から受けられる年金）は、20歳から60歳

になるまでの40年間保険料を納めなければ、満額の年金を受け

取ることができません。

　保険料の納め忘れなど、納付済み期間が40年間に満たない場

合は、60歳から65歳になるまでの間に国民年金に任意加入して

保険料を納めることで、満額に近づけることができます。

　なお、老齢基礎年金を受けるためには保険料の納付済期間や免

除期間などが原則として25年以上必要となります。この要件を

満たしていない場合は、70歳になるまで任意加入することがで

きます。（ただし、昭和40年４月１日以前に生まれた方に限られ

ます。）

　また、海外に在住する日本国籍を持つ方も国民年金に任意加入

することができます。

　詳しくは、二戸年金事務所（☎２３－４１１１）、役場町民生

活課（☎４６－４７３４）にお問い合わせください。

ご存じですか？国民年金の任意加入制度

もっと知ろう　みんなの国民年金もっと知ろう　みんなの国民年金
二戸地域保健福祉活動

支援事業

■内容：補助対象経費の10分

　の８以内で上限３万円

■対象者：介護予防活動に取り

　組む町内会など

■申込期限：４月28日（木）

■その他：支援対象となる活動

　や申し込み方法などは下記に

　お問い合わせください。

【 問 い 合 わ せ 先 】 町 地 域 包

括 支 援 セ ン タ ー （☎４ ６ －

３９０６）または町社会福祉協

議会（☎４６－２８８１）

味
あじ

彩
さい

お膳・折詰・弁当・オードブルお膳・折詰・弁当・オードブル
お祝いごとやご法事等にお祝いごとやご法事等に
お気軽にお電話くださいお気軽にお電話ください

手造りの店☎☎４６－３６８０４６－３６８０

（
広
告
ス
ペ
ー
ス
）
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※広報誌内において、お名前が俗字であっても正字で
　記載される場合がありますので、ご了承ください。

冠婚葬祭　１月分　＜ 敬 称 略 ＞

下 新 町 笹 山 詩
し

央
お

（泰嵩・永） 河 北 清 藤 梨
り

結
ゆ

（秀・愛姫）

桜 山 小笠原　永
えい

　介
すけ

（龍介・万里那） 上 新 町 須 藤 珠
じゅ

李
り

（勝太・智子）

七 ツ 役 杉 浦 悠
はる

妃
ひ

（徹・知恵美） 山内大久保 荒木田　萌
ほ

　乃
の

（知也・恵美）

鶴 飼 鶴　飼　サクヱ （81歳） 牛 ケ 沢 安　藤　市三郎 （93歳）

下 新 町 畠 澤 貞 祐 （92歳） 笹 渡 長助澤　幸　藏 （78歳）

向 川 原 大　鳥　石太郎 （90歳） 蛇 口 西 舘 喜 一 （91歳）

下円子下組 土 佐 定 見 （82歳） 上 新 町 西　舘　奈津子 （41歳）

小 松 坂 下 ニ ノ （79歳） 牛 ケ 沢 神 山 幸 雄 （62歳）

蜂 ヶ 塚 山 下 敏 勝 （49歳） 軽米駒木 中 里 キ ク （94歳）

軽米駒木 荒　川　美野子 （78歳） 七 ツ 役 松　脇　喜代治 （64歳）

米田大久保 大久保　春　松 （82歳） 向 高 家 高 田 重 男 （82歳）

おめでた （　）内は父母の名

●人の動き ＜平成28年１月31日現在／町民生活課調べ＞

 男　 4,757人(－10) / 女　5,000人（＋２)

合計　9,757人(－８) / 世帯数 3,779(－２)

転入　11人（11人）/ 転出　９人（９人）

出生　６人（６人）/ 死亡　16人（16人）

※（　）は１月からの累計

※（　）は前月比

　ほ　っ　と　ひ　と　い　き ／　編　集　後　記

　

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
今
年
も
大
盛
況
。
出
演

者
の
皆
さ
ん
は
ス
テ
ー
ジ
を

目
い
っ
ぱ
い
に
使
っ
て
躍
動

し
て
い
ま
し
た
。

　

海
外
派
遣
事
業
の
事
後
報

告
会
で
は
、
生
徒
た
ち
の
成

長
し
た
雰
囲
気
を
感
じ
ま
し

た
。
引
率
し
た
先
生
の
「
楽

し
か
っ
た
、
だ
け
で
な
く
、

気
持
ち
を
上
手
く
言
葉
で
伝

え
ら
れ
な
い
悔
し
さ
を
忘
れ

な
い
で
ほ
し
い
」
と
い
う
言

葉
が
印
象
的
で
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年

が
経
ち
ま
す
。
12
ペ
ー
ジ
で

は
復
興
支
援
の
絆
が
今
な
お

強
く
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
に

感
動
し
ま
し
た
。　
　

（
信
）

（　）内は享年おくやみ

おしあわせに

｛ 石 川 博 久 （本　町） ｛ 池 田 脩 人 （向川原）

齊 藤 綾 子 （盛　岡） 吉 岡 千 春 （河　北）

表紙のことば
　笹渡保育園（石川敦

あつ

子
こ

園長、園児11人）で２

月３日、節分の豆まきが行われました。手づくり

のおにのお面をつけて、自分たちの心の中から

「ケンカおに」や「おこりんぼおに」など追い出

したいおにを発表した園児たち。お友達から豆を

ぶつけてもらい、しっかり退治をしました。田中

純
じゅん

平
ぺい

くん（３歳）は「いじわるするおにがいた

けど、豆まきをして追い出した」とこれからはお

友達と仲良く遊ぶことを約束しました。

自分の中のおにを追い出せ
笹渡保育園で豆まき
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